
公益社団法人 岩手県農業公社 

令和８年度「いわて新農業人チャレンジファーム」第７回研修を開催しました 

 岩手県農業公社就農支援部では、令和８年６

月 12日（金）・13日（土）の２日間、雫石町南

畑のコテージむらにおいて、第７回研修を開催

しました。 

 講義では、サージミヤワキ株式会社盛岡事務

所から、須藤知生氏、刈屋英志氏を講師にお招

きして、「鳥獣害対策」を学びました。野生鳥

獣の生態を踏まえ、起因鳥獣を徹底的に不快に

させることや、近年は地域ぐるみでの対策が不

可欠になっている現状など、現場に即した電気

柵を用いての防除方法をご指導いただきまし

た。 

 実習では、講師から電気柵の資材説明や管理

の留意点を教わった後、ほ場回りに実際に、電

気柵を設置しました。設置後には全員で通電確

認も行い、一連の防除対策の流れを体験しまし

た。受講生は、実際に電気柵に触わるとどのく

らいの衝撃が来るのか、興味深そうに耳を傾け

ていました。 

 また、実習野菜の管理作業も実施しました。

露地ほ場でのじゃがいもの追肥・土寄せや、ピ

ーマンのわき芽かき、パイプハウスにおいてト

マトわき芽かきと誘引作業など、作物の生育に

合わせた管理作業を実践しました。 

 今回の研修は安全管理から細かな指先作業

まで多岐にわたりましたが、受講生はそれぞれ

の作業目的を深く理解しようと積極的に取り

組んでいました。受講生の皆さんが目指す理想

の農の暮らしに向けて、これからの学びも丁寧

にサポートしていきます。 

 次回の第８回研修は、６月 19日（金）・20日

（土）に同会場で開催します。「病害虫・雑草

防除」の概要についての講義と、農薬散布や実

習野菜の管理作業を行う予定です。

ほ場回りに電気柵を設置する受講生 テスターで電気柵の通電確認をする須藤氏（右下） 

鍬でじゃがいもの株元へ土寄せをする受講生 トマトの株を針金支柱へ誘引する受講生 


